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1. はじめに

大学経営力ならびに教育力強化のために Institutional

Research（以下，IR）の重要性が増している。

鶴見大学・鶴見大学短期大学部においては，IR を導入す

るにあたり３つのステージ「可視化」「共有化」「運用/改善」

に分けて活動することとした．ステージ毎に目標（あるべ

き姿）を定義し，PDCA サイクルを実行しながら IR 活動を

進めている（図 1）．

平成 27 年度は「可視化」から「共有化」のステージに移

行し、平成 28 年度より「運用/改善」のステージにいる．

図 1 鶴見大学・鶴見大学短期大学部 IR 活動のステージ

2. 全学共通アンケートの実施

平成 27 年度より開始した全学共通アンケート「学修・学

生生活に関する調査」について、2019 年度は前期の 1 回の

み実施した。平成 27 年度において年 2 回実施していたが、

平成 28 年度より 4 月の年 1 回としている。報告書を作成

し、教職員グループウェアおよび鶴見大学ポータル（学生

向け）に掲載した。なお、これらのアンケートは全学教学

マネジメント会議（旧：全学教学マネジメント改革プロジ

ェクト会議）の承認により実施されている。

2.1 全学共通アンケート後の実施結果

2020 年度 4 月実施分については、全学平均 86%（前年度

71%）の回答率であった。新型コロナウイルス感染症対応

により休講、オリエンテーション中止等もあり、アンケー

トを周知する機会がないことが危惧されたが、遠隔授業開

始とともに学生が学習支援システム manaba を活用するよ

うになり、最終的には例年以上の回答率となった。一方、

学生の満足度は、73%から 57%に低下した。

2018 年度より、全ての教職員が詳しい報告書を読み込む

のは難しいことから、簡易版（A４サイズ 1 枚）による報

告を行った。

そのほか、学生公開用版において学生に自己の回答履歴

と学部平均を比較して振返りを促すこととした。

                                                                
i 平成 28 年度 IR プロジェクト部会 所管。IR 推進事務室から名称変更。

図 2 到達度自己評価

「後輩に勧めたいポイント」「大学に足りないもの」につ

いてテキスト分析（図 3）を行ったところ、駅からのアク

セスのよさ、面倒見の良さ、資格取得等に分散した。また

コロナ禍で遠隔授業や情報伝達に関する意見が集中した。

今年度も、学生からの指摘の多い事項について「大学か

らの回答」を掲示した。

図 3 後輩に勧めたいポイントのつながり

図 4 大学に足りないもののつながり
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「1つのものごとを複数の視点か
ら考える力」

「自分の役割ややるべきことを
認識する力」

「自他分け隔てなく思いやる
心」

「意見の違いや立場の違いを理
解する力」

「自分の意見を分かりやすく伝
える力」

「相手の意見を丁寧に聞く力」

「物事に進んで取り組む力」
「目標を設定して確実に行動す

る力」

「学び続ける気持ちと姿勢」

「専門的な知識・技能を実践に
活かす力」

「他人に働きかけ巻き込む力」

「現状を分析し目的や課題を明
らかにする力」

「課題の解決に向けたプロセス
を明らかにし、準備する力」

[全体] 学生が身についている能力の自己評価
１年 ３年 卒業時



2.2 全学共通アンケート後の追跡調査

（詳細省略）

2.3 卒業時アンケート調査の実施

学修成果を問うことを目的として、平成 28 年度より卒

業時アンケートを行っている。本アンケートは、終了式・

卒業式後の修了証書授与式会場にて一斉に紙で実施しした。

平成 29 年度改訂のディプロマ・ポリシーと、学修成果に

関する設問をクロス集計し平均値を求めたところ

2.94~4.29（前年度 3.52～3.94）となり、前年度と比較して

上昇した分野、下降した分野でばらつきが見られた。

文学部、保育科、及び研究科は満足度が高く、学修成果

に対する自己評価も高めに出る傾向にある。このため、デ

ィプロマポリシーに対する達成度も高めになっている。

今年度も Web 対応としたため、卒業式当日実施と比較し

て回収率が 25%（前年度 15％）と芳しくなかった。

図 5 アンケートの個別回答の学科別平均値

図 6 各学部（短期大学部は学科）ディプロマ・ポリシーに

対する達成度

2.4 遠隔授業に係るアンケート調査の実施

2020 年 4 月実施の全学共通アンケート（2 章 1 節）の学

生の状況を踏まえて、4 月下旬に「遠隔授業の実施に係る

学生の情報通信機器保有状況調査」、11 月~12 月にかけて

「遠隔授業に関する調査（学生・教員）」を実施した。

「遠隔授業の実施に係る学生の情報通信機器保有状況調

査」はスマートフォンで回答できる全 4 問の簡易なアンケ

ートとし、学習支援システム manaba のオプションである

respon で実施した。10 日間実施した結果、回答率は 84%で

あった。学生のスマートフォン普及率は 84%であるのに対

し、パソコン保有率は 35%と、遠隔授業を行うための環境

が十分でないといえた。特に短期大学部においては、パソ

コンの保有率は 2 割に満たず、各自パソコン等を準備して

いただくことが必要とされた。学生の状況を踏まえ、学修

環境整備支援金として 10 万円の交付が決定された。

図 7 学生の情報通信機器保有状況調査結果

「遠隔授業に関する調査（学生・教員）」については、学

生から寄せられた様々な意見から実態調査が必要であると

全学教学マネジメント会議にて実施決定され、2020 年 11

月 18 日~12 月 3 日の 2 週間にわたって実施された。

学生（院生含む）の回答率は 55%、教員（非常勤含む）

の回答率は 36%であった。

遠隔授業の満足度については、「満足している」44%、「不

満がある」25%であった。

図 8 遠隔授業の満足度

課題が多いと回答した学生が 72%であり、授業外学修時

間も 1 日当たり 2~3 時間が 29%と最も多く、対面授業の 3

倍程度の学習量となっていた。学部毎に満足度の違いが見

卒業時アンケート調査 平均点

※水色部分は５段階評価中４点以上を示す
※橙色部分は５段階評価中３点未満を示す
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Q３．本学卒業にあたり、あなたはどの程度満足していますか。 3.69 3.79 3.92 3.50 2.44 3.88 3.56 3.00 5.00
Q４．本学にあてはまるものに○をしてください。
①静かな学修環境がある。 4.03 4.00 3.46 3.81 2.56 4.25 3.68 3.00 3.00
②仏教・禅の精神を身近に感じる。 3.93 3.64 3.38 3.38 2.22 4.13 3.04 3.50 4.00
③幅広い知識・教養が身につけられる授業が多い。 4.12 4.23 3.55 3.50 2.22 3.98 3.39 4.00 4.00
④専門的な知識・技能を身につけられる授業が多い。 4.24 3.93 4.42 4.25 3.44 4.50 3.96 3.50 4.00
⑤少人数・ゼミ形式の授業が充実している。 3.66 4.29 4.00 3.69 2.33 3.31 2.80 3.50 4.00
⑥実習・ｱｸﾃｨﾌﾞﾗｰﾆﾝｸﾞなどのｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｸが充実している。 3.31 4.07 3.92 3.06 2.56 4.08 3.44 3.00 1.00
⑦キャリア形成・就職支援が充実している。 4.28 4.50 3.04 3.69 1.89 4.31 3.80 4.00 3.00
⑧課外活動が充実している。 3.24 3.07 3.17 2.94 2.33 3.60 2.88 3.00 3.00
⑨キャンパスの施設・設備が充実している。 3.97 3.64 3.04 2.81 2.44 4.15 3.36 3.50 3.00
⑩優れた先生・熱心な先生に出会える。 4.38 4.14 3.83 3.88 3.11 4.13 3.48 3.00 5.00
⑪たくさんの先輩・友人・後輩に出会える。 3.93 3.79 3.42 3.56 3.22 3.81 3.32 2.00 3.00
⑫オフィスアワーがあり、先生に相談しやすい。 3.59 3.79 3.50 3.31 2.44 3.58 3.04 3.00 3.00
Q５． 入学時と比べて身についた力に○をしてください。
①1つのものごとを複数の視点から考える力。 4.28 4.29 3.88 3.69 2.56 4.19 3.72 4.50 4.00
②自分の役割ややるべきことを認識する力。 4.00 4.07 3.67 3.75 3.33 4.23 3.64 4.50 4.00
③自他分け隔てなく思いやる心。 4.34 4.29 3.71 3.44 3.22 4.35 3.56 3.50 4.00
④意見の違いや立場の違いを理解する力。 4.48 4.21 3.83 3.94 3.22 4.27 3.52 3.50 4.00
⑤自分の意見を分かりやすく伝える力。 4.10 3.86 3.38 3.56 3.22 3.90 3.32 3.50 3.00
⑥相手の意見を丁寧に聞く力。 4.34 4.29 4.00 3.63 3.44 4.35 3.64 3.50 3.00
⑦物事に進んで取り組む力。 4.03 4.36 3.58 3.94 3.22 4.25 3.80 4.00 4.00
⑧目標を設定して確実に行動する力。 4.14 4.00 3.42 3.50 3.22 4.17 3.88 4.00 4.00
⑨学び続ける気持ちと姿勢。 4.17 4.21 3.96 3.81 3.56 4.21 3.92 3.50 4.00
⑩専門的な知識・技能を実践に活かす力。 4.14 3.93 3.54 3.56 3.44 4.31 3.76 3.50 3.00
⑪他人に働きかけ巻き込む力。 3.69 3.64 3.29 3.38 3.22 3.83 3.20 3.50 3.00
⑫現状を分析し目的や課題を明らかにする力。 4.24 3.93 3.63 3.63 3.22 4.04 3.76 3.50 4.00
⑬課題の解決に向けたプロセスを明らかにし、準備する力。 4.14 4.07 3.75 3.56 3.44 4.10 3.64 3.50 3.00
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感謝と思いやりの心を

もって地域社会や家庭
とかかわり、専門的知
識・技能を備えた保育

者として、活動する姿勢
を身につける。

4

他の医療に関わる専門

家との協働・連携をは
かることができる。医療
現場で起こりうる事象や
課題に適切な判断及び

行動ができる。

3
自立した社会人となり、

積極的に生涯学び続け
ることができる。

3
主体的な研究能力を有

し、問題点を発見し、解
決できる。

3
保育に対して主体的か

つ真摯に取り組む意欲
をもっている。

4
社会の多様な問題解決

に寄与できる。
4

科学的探究心を持ち、

最新の医療知識・技能
の習得に努め、実践に
生かすことができる。

4

子どもと親に寄り添いつ

つ子どもの発達を援助
できる。

2
医療人として慈愛の心

を持ち、他者に共感で
きる。

3
新しい課題の解決を主

体的にできる。

2
深い自己認識を備え他

者への豊かな共感を持
つことができる。

2
感謝と慈愛の心を持っ

て患者中心の医療を実
施できる。

2

文学部DP 歯学部DP 保育科DP 歯科衛生科DP

1
広い世界認識に到達す

ることができる。
1

広い教養と視野を持

ち、深い洞察力と倫理
観を備えている。

1

教育、保育、福祉、医

療の各分野に通底した
生命尊重の思想や倫理
観を基盤にして、深い
自己洞察を行い、世界
における自己の役割を
位置づけることができ

る。

1
自己を正しく認識し、社

会に貢献できる。

【重要：緊急】遠隔授業の実施に係る情報通信機器保有状況調査 最終結果
実施期間　2020/4/20（月）18：00～2020/4/30（木）09:00

2020/5/1

所属 文学部1年 文学部2年 文学部3年 文学部4年 文学研究科 歯学部1年 歯学部2年 歯学部3年 歯学部4年 歯学部5年 歯学部6年 歯学研究科 保育科1年 保育科2年 保育専攻 福祉専攻 衛生科1年 衛生科2年 衛生科3年 全体

学生数 370 346 328 370 23 99 80 74 114 97 129 34 126 163 11 2 108 147 130 2752

回答者数 238 315 269 280 17 74 73 62 103 91 121 14 117 154 10 2 99 143 116 2298

回答率 64.3% 91.0% 82.0% 75.7% 73.9% 74.7% 91.3% 83.8% 90.4% 93.8% 93.8% 41.2% 92.9% 94.5% 90.9% 100.0% 91.7% 97.3% 89.2% 83.5%

Q1 単一選択 今、どの情報端末を使って回答していますか。 割合 割合 割合 割合 割合 割合 割合 割合 割合 割合 割合 割合 割合 割合 割合 割合 割合 割合 割合 割合

1 パソコン 8.8% 9.2% 8.9% 8.2% 29.4% 10.8% 15.1% 14.5% 9.7% 7.7% 3.3% 42.9% 3.4% 1.9% 10.0% 0.0% 4.0% 0.0% 0.0% 7.5%

2 タブレット 0.8% 1.3% 1.1% 3.6% 5.9% 29.7% 37.0% 24.2% 23.3% 9.9% 9.1% 7.1% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 2.0% 1.4% 2.6% 5.9%

3 スマートフォン 89.1% 88.6% 87.7% 86.1% 64.7% 56.8% 47.9% 61.3% 66.0% 82.4% 86.0% 50.0% 94.9% 96.8% 90.0% 100.0% 91.9% 97.2% 96.6% 84.2%

4 家庭用ゲーム機 0.0% 0.0% 0.4% 0.4% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.1%

5 携帯電話・PHS 0.0% 1.0% 1.5% 1.4% 0.0% 2.7% 0.0% 0.0% 1.0% 0.0% 1.7% 0.0% 1.7% 1.3% 0.0% 0.0% 2.0% 1.4% 0.9% 1.1%

6 インターネットテレビ 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

7 回答しない 0.0% 0.0% 0.4% 0.4% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.1%

Q2 複数選択 今、ご自宅のインターネット接続回線は何ですか。 割合 割合 割合 割合 割合 割合 割合 割合 割合 割合 割合 割合 割合 割合 割合 割合 割合 割合 割合 割合

A スマートフォン 30.7% 29.2% 32.7% 37.1% 11.8% 27.0% 27.4% 35.5% 39.8% 42.9% 47.9% 28.6% 30.8% 34.4% 10.0% 0.0% 30.3% 39.9% 53.4% 34.9%

B 固定回線（光ファイバ、ADSL接続等） 56.3% 60.0% 58.4% 58.9% 70.6% 64.9% 67.1% 54.8% 59.2% 58.2% 62.8% 42.9% 57.3% 47.4% 70.0% 50.0% 66.7% 54.5% 36.2% 57.4%

C モバイルルータ 14.7% 14.3% 16.7% 19.6% 23.5% 20.3% 17.8% 27.4% 16.5% 16.5% 16.5% 50.0% 7.7% 9.7% 0.0% 0.0% 9.1% 6.3% 14.7% 15.1%

D 回答しない 7.6% 10.8% 8.6% 5.7% 0.0% 2.7% 4.1% 4.8% 4.9% 2.2% 2.5% 0.0% 12.8% 16.2% 20.0% 50.0% 7.1% 7.7% 6.9% 7.8%

Q3 複数選択
鶴見大学ポータルシステムや鶴見大学メール
Office365のログイン、manabaからの通知や課題
を授受する場合、どの機器を使いますか。

割合 割合 割合 割合 割合 割合 割合 割合 割合 割合 割合 割合 割合 割合 割合 割合 割合 割合 割合 割合

A パソコン 41.6% 50.2% 45.4% 56.4% 52.9% 28.4% 28.8% 33.9% 31.1% 24.2% 28.1% 85.7% 18.8% 17.5% 40.0% 0.0% 14.1% 10.5% 15.5% 35.2%

B タブレット 7.1% 9.5% 5.9% 8.9% 23.5% 64.9% 67.1% 58.1% 56.3% 58.2% 63.6% 35.7% 12.8% 0.6% 0.0% 0.0% 8.1% 7.7% 7.8% 20.1%

C スマートフォン 85.7% 87.9% 89.2% 81.4% 76.5% 54.1% 60.3% 71.0% 69.9% 75.8% 78.5% 71.4% 89.7% 96.1% 90.0% 100.0% 94.9% 98.6% 96.6% 84.8%

D 家庭用ゲーム機 0.0% 0.6% 0.0% 1.1% 0.0% 2.7% 0.0% 0.0% 1.9% 0.0% 0.8% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.4%

E 携帯電話・PHS 0.4% 1.6% 2.6% 2.5% 0.0% 4.1% 0.0% 0.0% 2.9% 1.1% 0.8% 0.0% 1.7% 1.3% 0.0% 0.0% 2.0% 0.7% 1.7% 1.6%

F インターネットテレビ 0.0% 0.0% 0.0% 0.4% 0.0% 1.4% 0.0% 0.0% 1.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.9% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.2%

G 回答しない 0.0% 0.3% 0.7% 0.7% 0.0% 1.4% 1.4% 0.0% 1.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.7% 0.0% 0.4%

Q4 自由記入
今、どこから回答していますか。（例：自宅、実
家、下宿、寮等）

割合 割合 割合 割合 割合 割合 割合 割合 割合 割合 割合 割合 割合 割合 割合 割合 割合 割合 割合 割合

自宅（別世帯） 1.3% 7.6% 6.3% 5.7% 35.3% 24.3% 30.1% 21.0% 22.3% 28.6% 22.3% 28.6% 0.9% 3.9% 0.0% 50.0% 1.0% 4.2% 10.3% 9.8%

自宅（実家） 91.6% 85.7% 85.1% 88.6% 64.7% 62.2% 60.3% 59.7% 52.4% 52.7% 47.1% 64.3% 97.4% 89.6% 100.0% 50.0% 92.9% 79.7% 79.3% 79.6%

学生寮 2.1% 0.6% 1.9% 2.2% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 1.0% 3.3% 0.0% 0.0% 0.9% 0.6% 0.0% 0.0% 0.0% 2.1% 2.6% 1.1%



られたが、原則 Zoom で双方向授業とした歯学部と、同時

双方向・オンデマンド型等多様な形式を実施した文学部・

短期大学部との授業形態の違いによる影響もあった。 

調査結果を学生に返却し、また教員に共有して、学生の過

度な負担を避けるよう課題の量の調整などが求められた。 

 

3. 外部からの依頼調査の対応 

3.1 教育の質に係る客観的指標調査対応の実施 

 IR 情報の公開として、ア）学修時間・学修実態、イ）授

業評価結果、ウ）学修成果（単位取得状況、学位取得状況、

学内試験結果）、エ）資格試験や国家試験の合格率、オ）就

職率や大学院進学率を整理し、鶴見大学ホームページにて

対外的に公表した。 

 
3.2 高等教育無償化対応の実施 

 総務部総務課、教務事務部、学生支援事務部学生支援課

と協力して、高等教育無償化対応が可能なようにシラバス

フォーマット、実務経験のある教員の担当する授業科目一

覧、学生の学修成果の把握、GPA 分布下位 1/4 の把握、経

営状況の把握、外部理事等の調査、機関要件確認申請書の

記載内容確認等を行った。 

 

3.3 IR 履修証明プログラムの外部講師（ゲスト） 

 2020 年度は、山形大学 IR 履修証明プログラムの授業に

おいて、外部講師を 2 回務めた。演目は「中規模私立大学

における IR 事例紹介」（1 時間）であった。 

 

4. 前年度からの継続調査および追跡調査 

大学内の重要課題について、現状を把握し問題点を明ら

かにする。これらは状況に応じて継続的に実施する。 

 

4.1 退学者調査・卒業者予測・成績分析 

（詳細省略） 

 

4.2 入試の妥当性検証に関する資料提供 

（詳細省略） 

 

以上 
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